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　日本薬学生連盟東北支部の
19年度支部長は阿部亨哉さ
ん（東北医科薬科大学薬学部
２年生）で、この方を中心に

フェスが計画されました。若いながら
大役を担っておりました。阿部さんを
サポートしたのは、18年度の支部長
だった岩本佳幸さん（岩手医科大学薬
学部６年生）。岩本さんはものごとを
考える際の視野が広く、日本医療薬学
会年会など各種学会に参加し て勉強
するなど大変熱心です。
　ここで東北支部の紹介をさせていた
だきます。東北支部は17年４月に発
足、初代支部長は東北医科薬科大学薬
学部の熊澤雅貴さん（現４年生）で、
岩本さんが18年度2代目、阿部さんが
３代目です。来年度は岩手医科大学薬
学部２年生の木村駿也さんが支部長に
就任する予定です。若手の学生が東北
支部を引っ張っております！発足の際

の抱負は「東北の薬学生が集える場を
作りたい」でした。 
　フェスの講師として受けたテーマは

「スマホなどで簡単に情報を探せる現
代にあって、薬剤師の役割とは？」で
した。昨今、知りたいことはすぐ簡単
にスマホなどで検索できる時代です。
また、本屋にも様々な健康や薬に関す
る情報が載った本が売っています。
　患者さんや一般の方々は、自身に処
方された薬やＯＴＣ薬、サプリメント 
に関する情報を簡単に得ることができ
ます。インターネット上にも「薬の情
報なんてネットで調べれば良い」いう 
書き込みがあるくらいです。そうした
中で「 薬剤師の役割や存在意義って
何だろう？」と、薬学生の多くが不安
に思うかもしれません。
　資料を作るに当たっては、実例とそ
れに対する薬剤師の取り組みを紹介す
ることで、参加者が先述の不安を少し

でも解消できるよう留意しました。受
講形式は、筆者と参加者が一緒になっ
て考えるグループディスカッション形
式を採用しました。 
　筆者が経験した実例を、分かりやす
くするために簡略化したものを用いま
した。それぞれの事例の演習に30分
ずつ時間をとりましたが、学生の反応
は実に素直で、隣で聞いていて面白く、
大変参考になりました。
　筆者が一貫して参加者に伝えたこと
は、「患者さんの不安に寄り添うこと」
です。患者さんの不安を読み取り、患
者さんの立場になって考えることで、
本当に必要な医薬品情報のニーズが分
かってくるのです。
　18年度支部長だった岩本さんは「東
北の薬学生は、他の地域と異なり、
自ら進んで行動し情報を得ようとす
る学生が少ない印象があります。だ
からこそ、少ないながらも様々なこと

を見聞きし学びたいと思っている薬
学生が一同に集える場を、東北にも作
りたいと思い活動を行ってきました。
しかし、まだ活動自体が東北の薬学
生に浸透できておらず、人が集まっ
ていないのが現状です」と話していま
した。
　ただ、筆者が思うに、東日本大震災
の後、東北の人々は結束して苦難を乗
り越えようと頑張っていました。です
ので、一度結束すれば東北支部はすご
く伸びていくのではないかと予想して
います。そうなるように、この記事を
読んだ読者の皆さんも、東北支部の発
展になにとぞお力添えを頂ければ大変
幸いです。
　今回の経験によって、東北の薬学生
の将来、ひいては東北の医療の将来が
少しでも明るいものになることを祈っ
ています。東北の薬学生諸君、応援し
ています！

　この度、昨年10月に岩手医科大学で開催された「薬学生フェスティバル@東北
2019」（以下、フェス）のメインイベントであるワークショップに、講師として呼ん
でいただきました。学生の参加人数は６人（１年生１人、２年生３人、４年生１人、
６年生１人）。大雨のせいもあって参加人数は少数でしたが、参加した学生はまじめ
でやる気のある方々ばかりで、筆者はここに「東北の薬学・薬剤師の未来」を見出し
たような心持ちでした。以降にフェスの熱気について紹介したいと思います。
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スマホ時代でも薬剤師は必要！
薬学生フェス@東北に参加して

　フジテレビ４月期の木曜夜10時の
ドラマで、石原さとみさん主演の「ア
ンサング・シンデレラ　病院薬剤師の
処方箋」を放送することが決まった。
原作は薬学生に人気の漫画「アンサン
グシンデレラ　病院薬剤師　葵みど
り」（荒井ママレ、医療原案：富野浩
充）。実写化を望む声が多い中、ドラ
マ化がついに実現した。日本の連ドラ

では史上初となる病院薬剤師を主人公
とした新医療ドラマだ。
　これまでのドラマでは登場人物とし
て描かれてきたのは医師や看護師で、
薬剤師がフォーカスされることは皆無
だったという。アンサングとは“褒め
られない”という意味。医師のように
頼られず、看護師のように親しまれな
くても“縁の下の力持ち”（アンサング

ヒ ー ロ ー）
として患者
のために奮
闘する姿を
描く。
　本作の主
人公葵みど
りはキャリ
ア８年目の
薬剤師。み
どりは「薬

は患者の今後の生活につながるからこ
そ、その人自身を知る必要がある。そ
れが薬剤師にとって何よりも大切だ」
という信念を持っている。１人でも多

くの患者を救いたいと思っていてもつ
いつい患者に深入りして時間をかけて
しまい、他の薬剤師から効率的に仕事
をすべきだと叱られることも。チャー
ムポイントのお団子ヘアを揺らしなが
ら、患者のためであれば、時に医師や
患者とも闘う。
　主演を演じる石原さんは、ドラマで
着用する薬剤師の衣装に関してデザイ
ンから一緒に考えたという。白衣だと
医師や看護師とは見分けがつけられな
いため、デザインの違いを意識したの
だとか。葵みどりが奮闘する姿だけで
はなく、薬剤師のユニフォームも要注
目だ。

「アンサングシンデレラ」実写化
石原さとみさんが病院薬剤師役に

来月からフジテレビで
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